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論文内容の要旨
マイクロ細孔を有するジカルボン酸モリブデン(n)およびルテニウム (ll 、 m) 錯体(フマル酸、テレフタル酸、
tr，αns-trans-ムコン酸、ピリジン-2.5- ジカルボン酸、 tnαns- 1. 4- シクロヘキサンジカルボン酸)の合成を行った。い
ずれも酢酸銅(n) と同様の二核構造を形成し、ジカルボン酸で架橋された配位高分子である o これらのジカルボン酸錯
体は 4-8Â程度の均一な細孔を形成し、 N2 、 Ar、 02 などの気体を大量に吸蔵することを明らかにした。吸蔵量は
金属の種類には関係なく、配位子の違いによってほぼ決まった値を取ることがわかった。テレフタル酸錯体が最も多




カルボン酸ルテニウム (ll 、盟)錯体の磁気的挙動を検討し、酢酸Ru (0 2 CC H 3) 4 Brの磁気的挙動が鎖間に弱い
反強磁性的相互作用を持つ反強磁性的 Heisenberg 型 S=3/2 一次元鎖として解釈できることを明らかにした。し
かし、 R u 2 (0 2 CC H 3) 4 Clはこのモデ、ルでの解釈が困難である事がわかった。
また、ジカルボン酸ルテニウム (ll 、 m) 錯体は RU 2 (02CCH 3 )4Cl と同じ磁気的挙動を示すことがわかった。
モリブデン(n)およびルテニウム (ll ， m) 錯体の細孔中に常磁性分子である 02を物理吸着させ、磁気的挙動を調















(II 、 III) の合成と気体吸蔵をはじめとする諸物性の研究、新しい起分子の合成を行っている。本研究は細孔の構築
とその機能について先駆的であり、その成果にはこれまでに未到達であった新しい基礎的知見を多く含んでいる。同
君の研究は、錯体化学、表面化学、超分子化学など広く基礎科学に貢献する発見がなされており、博士(理学)の学
位論文として十分価値あるものと認める。
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